
〈 AIを活用したアプリの実証 〉

１.商品を購入する際に、価格以外の要素として、
「商品の背景」を知りたいと思いますか？

２.本アプリを体験し、商品の「背景」や
「エシカル」な要素を知ることができましたか？

３.商品の「背景」や「エシカル」な要素を知り、
商品を購入したいと思いましたか？

４.本アプリのように、商品の背景や「エシカル」な
要素を知るツールは有用だと思われますか？

・同じものが販売されていた時、商品の背景について分かるもので、よりエシカルなものを購入し

たいと思う

・商品の背景について動画を併せて分かりやすいポップの説明もあると良い

・実際にAIアプリを通じて商品ができるまでの過程を見て、作られるまでの背景や苦労などを知る

ことができたので良かったと感じた

・他の商品にも展開してほしい。ただし、若者から老人まで使えるものにする必要がある

・もっといろいろな商品で背景がわかるよう展開を増やしてほしい

本アプリを通じて商品のエシカル要素を知ることができた、本アプリのようなツールが有効だと

回答した人が「できた」「少しできた」を含めると100％を占めておりアプリの有用性が証明できた。

また、価格以外の要素として商品の背景を知ることが購入意欲に繋がることがわかった。

本アプリの有用性を直接聞いた設問に対しては、100％の人が有用であると回答しており、自由回

答欄やアンケート回収時のコミュニケーション時の反応からも肯定的な意見が多かったことからも、

本アプリは高い実用性があると想定される。ただし、「若者からシニア層まで操作でき簡単にわか

りやすくしてほしい」「わざわざ商品のストーリーを見るというアクションを起こすかは疑問」と

いう意見もあり、実用化する場合にはこれらの点を十分考慮する必要があるといえる。
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回答者数(N=20人) 



〈 当事業の関与者に対するアンケート〉

本事業には多くの関与者があり、消費者、生産者、販売者、企業、行政、学生、社会福祉法人、

団体、等、多様な主体、多様な世代で構成されている。約半数の所属は企業であるが、その中でも

エシカル消費推進に熱心であること、問題意識を持つのは若手社員が多いことが印象的であった。

Webサイトでの取材・インタビューにおいても、企業経営者と若手の組み合わせがあった。また、

自身の取り組みをWebサイトやイベント等で発信することが仕事の誇りや意欲になるとの回答がなっ

た、「少しなった」を合わせると100%の結果であり、発信の場所があることが重要であることが認

識された。

今回の取り組みが単年度で終わるのではなく、今後の地場産業の持続可能な発展改善に繋がるこ

と、また、多様な地方公共団体で活用される事を望む。
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◆本プロジェクトが地場産業の発展改善に繋がる点〈一部抜粋〉

・何事も知ることから発展に繋がると思う。情報の発信と今後を担う若い学生たちに取組を知って

もらうことが地場産業の発展改善のきっかけとなる

・地場産業である繊維業界の大量廃棄などの課題を考えるきっかけになる

・取組に対する理解と、関心からくる知識が増えることで、さまざまなファクターが繋がる

・地場の作り手と消費者を繋ぎ、持続可能な生活に貢献する

・多くの方々に対し地域の取組を発信できたため、一般消費者の方々の理解が深まることでファッ

ションに対する興味が深まれば地場産業への発展にも繋がる

・エシカル、サステナブルというキーワードで業界の枠を超えた取組ができる

・分断されていた素材～企画デザイン～使用後のリユース・リサイクルといったバリューチェーン

を消費者に提示することで地場産業の存在意義を知ることになり、地産地消の促進につながる

・取引先としてのお付き合いから、その資材や制作の過程を知ることから背景やものづくりに対す

る姿勢を共有し深掘りすることで、改善点や工夫する点を見つけられた

・学生がデザインし福祉作業場で作る。障害を持っている方が社会参加することで地域での産業発

展に繋がる

◆本プロジェクトが地場産業の発展改善に繋がる点〈一部抜粋〉

・社会的な大きな流れを知り、法人としても社会的意義がある動きに関わっていくことに繋がる

・これまでになかった福祉との連携等を考えるきっかけになった

・廃棄される予定だったものに新たな付加価値を与えて１つの作品にすることで、ものの廃棄に対

する考え方の視野が広まった

・会社の中心的な課題目標としているSDGsエシカルな取組そのものだから

意識的に行動している会社や経営をまず知ることで、自社でそれが活かせることが考えられる。ま

た、そういった取組を知ることで、ある程度の道筋を理解できるため、行動につなげる時間の短縮

ができる

・これまでは、自分たちの考える範囲でしか商品を考えることができていなかったが、横に繋がっ

ていくことで、さらなる機会、商品、に展開することができるようになった
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◆どんな時にエシカル商品に対する消費者の意識の変化を感じるか〈一部抜粋〉

・商品の原料や素材、製造工程におけるストーリーを大切にして購入していただく方が増えた

・生産地や環境ラベルなどを見て購入している

・価格が比較的高くてもエシカルな商品を利用しようという雰囲気の高まり、エシカルに関する

マークを見て商品を選ばれている、SDGsやエシカルが消費者の共通語になってきた

・少しずつ新しいライフステージとしてエシカルを選ぶべきというトレンドは来ている

・衣類においても食品や野菜などと同じように顔が見えるものを探している方が増えてきた

・サステナブル素材への要望が急激に増えている

◆これから取り組みたいエシカル消費やSDGsの取組〈一部抜粋〉

・ SDGsに関わるような素材を使い、製造工程のストーリーが伝わるような商品を届けていきたい。

さらに社会的な弱者の方の雇用が生まれるような商品づくりをしたい

・環境省が新設を発表した「食と暮らしのグリーンライフポイント推進事業」とエシカル消費の連

携と、民間主導で実例を産み出すこと

・持続可能な社会を目指す上で、できる限りジャンル問わずやれる事を実行したい

・商品のアップサイクル及びLGBTに関する取組を強化したい

・単発的なイベントやブーム的なもので終わらせるのではなく、継続して行動している会社や個人

がきちんと評価され、より良く社会のために機能するようなことを積極的にやりたい
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（２）本事業の成果と残された課題

①「エシカル勉強会」のプログラムを通じて、地域、企業、学校、障がい者支援施設、

行政が繋がり、新たなものづくりの可能性が見えた。

衣料製品の素材や製造現場での「ものづくり」ストーリーが消費者には伝わらず、消費

者のニーズが生産者に伝わらない分断した関係ではエシカル消費が実現できないことは大

きな課題として認識していた。本プログラムの大きな特徴は、それぞれの主体が行ってい

る問題解決に向けた取組を、「エシカル勉強会」の開催を通じて、講義やワークショップ、

動画、写真で学ぶことにあった。特に、特別講座見学会ではリアルな現場に出向き、五感

を働かせて温度・湿度・匂い・明るさ・音を感じ取り、生産現場で作業する人の想いを知

り、それぞれの立場で社会の一員としてサステナブルな社会構築に繋がるエシカル消費行

動の実践イメージを明確にすることができた。

今回は、コロナウイルスによる緊急事態宣言により障がい者支援施設への訪問が叶わな

かった。また、こうした勉強会を大人だけでなく、子育て世代に向けて行う等、子どもと

保護者が一緒になって学ぶことができる勉強会に発展させることや、地域の小中学校と連

携を深めて地域で子どもたちに伝える勉強会を開催することなど、取組の場を広げること

は今後の残された課題と考える。 さらに、中部地方だけでなく、この取組がより広い

地域でも展開され、生産者、販売者、消費者のバリューチェーンが繋がりあい、共感する

環が全国に広がっていく為に、そのコーディネートを行うコーディネーターの育成は今後

の課題である。

②未来の衣料関連産業を担う若者や地域企業とのパートナーシップで取組を行うことが

できた。

「衣類」の生産・販売・消費活動等の中で、消費者の満足を得るために多めの製造が慣

例となってている。大量生産は、大量廃棄、ファッション・ロスを生み出し、地球環境へ

の負荷増大の現実をファッションを学ぶ若者が知る機会は多くなく、実感を持っていない

ことは大きな課題として認識していた。本プログラムでは、「人がつむぎ、糸が奏でるエ

シカル・ファッション」をテーマにエシカル＆フェアトレード、サステナブルファッショ

ンショートークを行った。これは、「エシカル×若者×繊維産業×SDGs」をテーマにした

多様な主体によるイベントで、地元大学の学生による地場産業の尾州毛織物繊維・生地を

生かしたアップサイクル・ファッションショーや企業や団体、行政担当者によるエシカル

ディスカッション等多様な主体の関わるイベントである。

事業を進めた結果、本事業の成果と残された課題は以下のように示すことができる。
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ファッションショーで使われた生地はすべて、地域企業からの未利用繊維素材や、学生

らが愛用していた衣服を再利用するなど、未来を生きる学生達がアップサイクルを体現し、

表現した。当日のイベントの様子は、数社からの取材があり、地域社会へ広く啓発波及効

果をもたらし、ファッションを学ぶ学生自身がエシカル消費及びエシカル・ファッション

を知る取組となった。また、会場では、地域企業や団体、行政担当者によるディスカッ

ションや、エチオピアの生産者と中継で意見交換が行われていたが、バリューチェーン全

体でエシカルなものづくりや地球や地域の環境への現実を目の当たりにし、若者達はエシ

カルの現状を理解したことであろう。

なお、今回は新型コロナウイルス感染症によるまん延防止防止等重点措置が発令された

ことにより、同時開催を予定していた「アップサイクル・マーケット」は中止となったが、

消費者、販売者から多くの開催要望があり今後の課題の一つである。

さらに、本プログラムで消費者、生産者、販売者、それぞれの立場でできるアクション

を行い、できないことはパートナーシップを組むといった視点でプログラムを実施できた

ことは、本事業における成果である。今後、「衣類におけるバリューチェーン全体での課

題を解決」することを目指すこの取組が、中部地方だけに留まらず全国に展開される為に

は、企業、若者、消費者、行政などがそれぞれ共通認識を持ち、共通理解をすることで、

それぞれの役割を果たしながら、繋がりを大切にして活動することが求められる。それぞ

れの地域において、こうした繋がり作りのきっかけをいかに生み出すかが、今後の課題と

考えられる。

44



参考資料 リデザインプロジェクト2021年 入賞作品のご紹介 冊子














	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48
	スライド番号 49
	スライド番号 50
	スライド番号 51
	スライド番号 52



